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本 日 の 例 会

卓 話 情報委員会

１月はロータリー理解推進月間です。

◇ 例 会 場 西 武 信 用 金 庫 ・ 村 山 支 店 ２ 階
〒208-0004 武 蔵 村 山 市 本 町 ２ － ９ １ － １

◇ 例 会 日 毎 週 水 曜 日 １２：３０～１３：３０
◇ クラブ事務局
〒208-0004 武 蔵 村 山 市 本 町 ２ － ９ １ － １
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◇ 創 立 1972年7月8日 ◇ 承 認 1972年7月20日
◇ス ポ ン サ ー ク ラ ブ 東 京 立 川 ロ ー タ リー ク ラ ブ
◎ 会 長 後 藤 正 次 ◎ 幹 事 原 田 友 義
○ 副会長 小野寺 一 昭 ○ 副幹事 芦 川 征 史
□ 会報雑誌委員長 比留間 孝司 副委員長 野 島 征

委 員 渡辺 洋司 宮﨑 茂夫

点 鐘

斉 唱

来客紹介

出席報告

司 会 波多野 稔 ＳＡＡ委員長

会 員 数 出席者数 出 席 率 前々回出席率修正

32名 26名 84.38％
第1646回 Ｘﾏｽ会

100％

我等の生業 （ソングリーダー 峯岸 一郎 会員）

（鳥海 真一 出席委員）

会務報告 （後藤 正次 会長）

○ 地区運営費、事業費等振込みの依頼が届いています。

○ 北西消防懇話会より新年初顔合わせの案内を頂いています。

1月24日（火）18：00～ ビックボックス

○ 社会福祉協議会より 機関紙「こもれび」を頂きました。

○ 第5回 分区連絡会の案内

2月14日（火） 16：00～

会場 東大和ＲＣ 例会場

懇親会 「木曽路」

○ ロータリークリアランドレポートと地雷卓話のお願いが届

いています。

○ 設立総会 村山うどん手打ち実演、お披露目会の案内

1月26日（木） 19：00～ 中部地区会館 大会議室

20：00～ 実演お披露目会「平成の間」

○ 任期満了に伴う役員候補選出の依頼 (社会福祉協議会)

評議員 1名 (田中会員)

ボランティアセンター運営委員 (現 網代会員)

（後藤 正次 会長）

卓 話

『高齢者を取り巻く医療環境」

青梅慶友病院 副院長

小川 公啓 先生

○ 卓話講師

青梅慶友病院 副院長 小川 公啓 先生

○ ビジター

新城 長昭 様 (東大和ＲＣ)

（後藤 正次 会長）

○ 事前メーキャップ
藤野 豊 会員（次年度地区委員長会）



新城長昭様（東大和ＲＣ）⇒今年もどうぞよろしくお願い
致します。地区大会への皆様の御出席を心から御待ちして

おります。

石井賢司会員⇒小川先生本日は卓話をいただきありがとう
ございます。

内野義久会員⇒23回目の結婚を祝って頂きありがとうござ
います。

薄井政光会員⇒誕生日祝って頂きありがとうございます。
今年はロータリーがんばります。

清水高彦会員⇒結婚月を祝って頂きありがとうございます。
比留間昭三会員⇒又々誕生月が参りました。おかげ様で元

気です。お祝いありがとうございます。

鳥海真一会員⇒新たな船出をいたしました。地域貢献への
決意を新たにし、その使命を果たすため努力してまいりま

す。合併の記念品をお配りさせていただきました。今後と
もご指導宜しくお願い致します。

◆ 今回計 ３２，０００円 累 計 １，０４４，５００円

ニコニコＢＯＸ （田中 伸彦 親睦副委員長）

＜ 病 院 ＞

Ⅰ：特定機能病院

平成４年の医療法改正により、初めてセッティングされたも

のです。基本的には大学病院です。最先端医療を行うことを

主眼としますが、その研究・開発も行っています。この近く

では、三鷹の杏林大学病院や所沢の防衛医大病院が該当しま

す。しかし、ここでは医療費がかさむため、長期の入院・療

養は困難なのが実情です。

Ⅱ：一般病院

これはいわゆる特定機能病院ではなく、又、療養型病院でも

ないものです。医療レベルも千差万別です。ここでも長期の

入院はなかなか難しくなっています。

Ⅲ：療養型病院（病床）

一般病院でも長期の入院が困難な現状から、なお治療が必要

なのでは？という家族等の要請に応える為、意義があるもの

です。青梅慶友病院もここに区分される病院です。半分、老

人ホームのようなところもあり、在宅介護の難しいところを

カバーするところがすごくあります。支払いがどこからなさ

れるかにより、次の二つに区分されます。

① 医療保険型

② 介護保険型・・・*

特殊疾患治療（療養）病棟・痴呆疾患治療（療養）病棟

この区分は、各病院の独自の判断で決められるもので、青梅

慶友病院では約６割から７割が介護保険型によっています。

ただ、実際の患者さんへの対処では、双方に差が生ずること

はありません。ただ、ここでも半年から１年すると医療費の

支払いがどうしても削減されてしまうので、患者さんのたら

い回しという状況を招きかねません。そこで青梅慶友病院で

は、患者さんの御家族に自己負担をお願いするという形で、

終の住処となるよう、努めるようにしています。

Ⅳ：その他・・・精神病院、結核病院

＜ 福 祉 施 設 ＞

現在の医療改革が進む中では、今申し上げたとおり、患者さ

んの長期入院は難しく、退院後に例えば、自宅でご家族によ

る面倒がみられる方は大変幸運なことで、現実的には退院す

れば、福祉施設に入所する方が多いのです。

Ⅰ：介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）・・・*

Ⅱ：介護老人保健施設（老健施設）・・・*

上記*印３つが、いわゆる介護保険により運営される施設で

す。これらは先般、厚生労働省により、どのような入所者の

内容か、調査が行われました。その結果、この３施設の患者

について、病気の重症度に差がないという結果が出た為、20

12年を目処に１つに統合される方向となりました。そして、

介護保険型の療養病床は全廃が決定しました。これは、病院

である事により支払われる医療費額が高くなっていることを

踏まえ、福祉施設の支払い水準に一律化しようとするもので

す。ですから、私たちが年を取っていく中で、安心して医療

を受けられる環境が狭まっていってしまうのかと考えられま

す。そこで、医療費の出る今のうちにお金を貯めておき、本

当に自分が年老いた時にたくさんのお金を使って、医療を受

けるしかなくなってしまうのかなと思います。

Ⅲ：その他・・・養護老人ホーム、軽費老人ホーム、グループホー

ム（認知症対応型）、有料老人ホーム（介護付）

福祉施設としては、上記のようなものが個々のケースに対応

する型としてありますが、やはり、資金力により様々な問題

が生ずるのが現状です。

今後も老人医療をめぐっては、色々な変化が生じてくるでしょ

うが、是非ともその動きに注視して頂いて御自身の老後に備え

て頂きたいものです。

［卓話：比留

委員会報告

① 米山奨学委員会 (網代 雅男 会員)

昨年度、奨学生の呉祥松君より年賀の挨拶を頂きました。

② 親睦委員会 (内野 義久 委員長）

ロータリーの親睦旅行につき、日程等が決まりましたの

で参加の是非につき、ＦＡＸ等で御連絡をお願い致しま

す。

③ 後藤 正次 会長より

他地区の米山奨学事業への協力の指針につき、会員の承

認を頂きます。

幹事報告

○年賀状を頂きました。

村山印刷、㈱キャテック、北多摩西部消防署、武蔵村山

市商工会、東大和ＲＣ 本荘会員様、東大和地区交通安全

協会 会長 石井様、伊奈平苑、(有)エイコー堂、元財団派

遣奨学生 大野様

○2006～07年度 地区大会の日程

2007年2月14日（水）、15日（木）

ホテル ニユーオータニ ホスト 東京池袋西ＲＣ

○2007～08年度のための地区協議会

2007年4月12日(木) 椿山荘 四谷RC

○地区大会に事務局派遣の依頼が届いています。

卓 話 「高齢者を取り巻く医療環境」

青梅慶友病院 副院長 小川 公啓 先生
お が わ き みか ず


